
＜問合せ・申し込み先＞
裏面申込書により10月19日迄に中四国アグリテック事務局へ
お申込み下さい。

近年、人口減少や高齢化の進展、さらには温暖化の進展など
も相まって農山村では野生鳥獣による農林業等への被害が広
がっています。一方、畜産業界では輸入飼料等、生産資材の高
騰への対応として、自給飼料の生産に力を入れていますが、畜
産経営も野生鳥獣被害の例外ではありません。そこで、畜産経
営の持続的な発展に向けた野生鳥獣の管理及び共存について考
えてみたいと思います。

＜主   催＞特定非営利活動法人 中国四国農林水産・食品先進技術研究会（NPO法人中四国アグリテック）
＜後 援＞公益社団法人 農林水産・食品産業技術振興協会（JATAFF）
＜申込方法＞右の2次元バーコードより中四国アグリテック事務局へお申込み下さい。
＜定 員＞会場：50名 オンライン：50名程度（申込先着順で定員になり次第締め切らせて頂きます） 
＜問合せ先＞特定非営利活動法人中国四国農林水産・食品先進技術研究会（略称：NPO法人中四国アグリテック）
        Tel：０８６-２３７-３３４０ E-mail：agri-tech2007@dune.ocn.ne.jp  

令和6年度「知」の集積による産学連携支援事業

内容：（受付13：00～）
13:30～14：1０
講演1.「ＤＮAによる野生鳥獣の新たなモニタリング」

～空気や痕跡のＤＮＡから動物の生態や行動を観る～
 広島大学大学院統合生命科学研究科 西堀 正英 氏

14:10-14：50
講演2.「ジビエ屋と持続可能な地域づくりのための鳥獣利活用」

～山くじら地域ブランド２５年間の戦略から～
        島根県美郷町役場 美郷バレー課 安田 亮 氏

14:50-15:30
講演3. 「広島県内におけるジビエ商品のブランド化と地域振興」

                                広島大学大学院統合生命科学研究科 細野 賢治 氏

（休憩 15分）
15：45～16：30 総合討論

司会 広島大学大学院統合生命科学研究科 黒川 勇三（中四国アグリテック 畜産部会長）

※閉会後コーディネーターによる競争的研究資金への申請やマッチング等の個別相談に応じます
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